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1. 序論 

 イオンエンジンの炭素グリッドがスパッタ

リングにより損耗を受けることはよく知られ

ている．このグリッド損耗に関してシミュレー

ションによる解析も進められており，イオンエ

ンジン内のグリッド損耗を解析できる総括的

なコードも開発されつつある．しかしながら，

従来のシミュレーション解析は，スパッタリン

グによる固体表面の形状変化が考慮されてお

らず，イオンエンジンのように長時間運転が想

定されるものについては，スパッタリングによ

る表面形状変化を考慮する必要がある． 

本研究では，スパッタリングによる固体表面

形状変化を解析するために，モンテカルロ・シ

ミュレーションコード ACAT [1]を改良し，イオ

ン衝撃による固体表面形状変化を解析した．  

 

2．ACAT コードの改良 

 従来の ACAT コードは，イオン衝撃による表

面形状変化は考慮されておらず，常にターゲッ

ト表面は水平として解析が行われていたが，本

研究では，図 1に示すように，ターゲット原子

がスパッターされたことによる生成される空

孔の位置，反跳ターゲット原子の停止位置，お

よび空孔の位置，入射したイオンの停止位置な

どを記憶させ，イオン衝撃による表面形状変化

を解析できるように改良を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ACAT コードの改良点 

 

３．イオン衝撃による表面形状変化解析 

図 2に改良したACATコードを用いて 100 eV 

He
+イオンを炭素ターゲットに垂直に照射

した場合の表面構造変化の照射量依存性を

示す．He
+イオン照射により炭素ターゲット

表面の凹凸が成長していくことが示される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 100 eV He
+イオン照射による炭素タ

ーゲット表面形状変化の照射量依存性 

 

 固体表面粗さを取り入れた ACAT コード解

析では，入射イオンが重イオンの場合はスパ

ッタリング収量が水平面の場合に比べて減少

し，軽イオン入射の場合は逆にスパッタリン

グ収量が増加することが予測されている[2]．

したがって，イオンエンジンの炭素グリッド

損耗を想定し，入射イオンをキセノンとする

と，キセノン衝撃により炭素ターゲット表面

の凹凸が成長するために炭素グリッドの損耗

が，ターゲット表面を水平として解析したシ

ミュレーション結果より少ないことが予想さ

れる．今後，表面形状変化が及ぼすスパッタ

リング収量の照射量依存性を解析する予定で

ある． 
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